
ペンギンたち
に 

海洋自然護区
（MPAS）が必

要な
５つの理由
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MPASは生態系重視

MPASは、気候変動に対する
回復力を高める

MPASは科学的に重要な観測
地点になる

MPASは生物多様性を保全する

MPASは、未来のための
遺産を残す

MPAsは生態系全体を保護します。だから、
ペンギンだけでなく、ペンギンのえさとる
生き物もつながる食物網が守られます。

MPAsは、種とその生息地とが気候変動に
対する回復力を保つのを助けます。
ペンギンの生息地の多くのエリアが、
すでに温暖化し変化しつつあります。

MPAsに指定することで、科学者たちが、
人間による影響が及ばない状態の
ペンギンや生態系を研究することができます。

MPAsは、生物多様性保護の最善の方法の
ひとつとして、多くの科学者に支持されて
います。

自然の繁栄、そしてペンギンたちが将来に
わたってそこで生きていくためには、
MPAsを導入することが最善の方法である
ことが証明されています。
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